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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 
（１） 経営成績に関する説明 

当第２四半期累計期間における国内経済は、これまでの金融緩和をはじめとした景気刺激策の効果

による雇用・所得環境の改善が見られる一方、消費税率の引き上げに伴う駆け込み需要の反動により、

需要の伸びが低迷するなど先行きの不透明な状況が続いております。 
臨床検査薬業界におきましては、診療報酬改定等の医療費政策の実施や市場での価格競争等、厳

しい状況は継続しておりますが、当社におきましては、収益確保に向けた対策を継続してまいり

ました。 

このような環境の下、当第２四半期累計期間の売上高につきましては、27億２千万円（前年同期比

２．１％減）となりました。 

検査分野別で見ると、生化学分野におきましては、腎機能検査薬や肝機能検査薬が堅調に推移した

ことにより８億３千６百万円(前年同期比０．３％減）となりました。 

免疫分野におきましては、輸血検査薬が堅調に推移する一方、アレルギー診断薬が価格競争及び季

節変動等の影響により 16億６千万円（前年同期比４．０％減）となりました。 

また、その他の分野におきましては、遺伝子関連項目が堅調に推移したことにより２億２千３百万

円（前年同期比６．７％増）となりました。 

この結果、営業利益につきましては、１億７千３百万円（前年同期比２４．７％増）、経常利益につ

きましては、１億７千万円（前年同期比２５．３％増）となり、四半期純利益につきましては、１億

６百万円（前年同期比１９．３％増）となりました。 
 

 

検査分野別売上高 （単位：千円） 
 

期   別 
 

   
区   分 
 

前第２四半期累計期間 
自 平成25年４月１日 
至 平成25年９月30日 

当第２四半期累計期間 
自 平成26年４月１日 
至 平成26年９月30日 

金  額 構成比 金  額  構成比 
製  生 化 学 的 検 査 用 試 薬  791,225 28.5 788,653 29.0 

  免疫血清学的検査用試薬  282,735 10.2 382,327 14.1 

品  そ の 他   192,644 6.9 219,190 8.1 

 計  1,266,605 45.6 1,390,172 51.1 

商  生 化 学 的 検 査 用 試 薬  47,819 1.7 48,044 1.8 

 免疫血清学的検査用試薬  1,447,351 52.1 1,277,779 47.0 

品  そ の 他  17,136 0.6 4,656 0.2 

 計  1,512,308 54.4 1,330,480 48.9 

合  生 化 学 的 検 査 用 試 薬  839,044 30.2 836,697 30.8 

 免疫血清学的検査用試薬  1,730,086 62.3 1,660,106 61.0 

計  そ の 他  209,781 7.5 223,847 8.2 

 計  2,778,913 100.0 2,720,652 100.0 

（注）１．金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。 
   ２．数量については、取扱品目が多岐にわたり数量表示が困難なために記載を省略しております。 

  

 

（２） 財政状態に関する説明 

 
当第２四半期会計期間末における総資産の額は、59億２千９百万円となり、前事業年度末と比べ１

億５千８百万円の減少となりました。流動資産は 28億５百万円となり、前事業年度末と比べ１億７千

７百万円の減少となりました。その主な要因は、現金及び預金が９千９百万円、商品及び製品をはじ

めとした棚卸資産が２千５百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が２億８千８百万円減少した

ことによります。固定資産は 31 億２千４百万円となり、前事業年度末と比べ１千９百万円の増加とな

りました。その主な要因は、減価償却費６千４百万円を計上したものの、ＩＴ及び事務用機器関連の

取得及び笠間事業所内駐車場整備などにより８千２百万円増加したことによります。 

当第２四半期会計期間末における負債の額は、27億７千７百万円となり、前事業年度末と比べ２億

３千７百万円の減少となりました。その主な要因は、賞与引当金が１千８百万円増加したものの、支
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払手形及び買掛金が２億３千万円、未払法人税等が１千４百万円減少したことなどによります。 

当第２四半期会計期間末における純資産の額は、31 億５千２百万円となり、前事業年度末と比べ７

千８百万円の増加となりました。その主な要因は、配当金３千３百万円の支払いを行なった一方で、

四半期純利益１億６百万円を計上したことによります。 
 

 

 (キャッシュ・フローの状況) 

 

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は９億２千２

百万円となり、前事業年度末と比べ９千９百万円の増加となりました。各キャッシュ・フローの状況

とそれらの要因は次のとおりです。 
 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 

営業活動による資金は１億６千万円の増加（前年同期は１億９千６百万円の増加）となりました。

その主な増加要因は、仕入債務の減少２億３千万円、法人税等の支払額６千６百万円、たな卸資産の

増加４千８百万円などの支出によりそれぞれ減少したものの、その一方で、税引前四半期純利益１億

６千３百万円、減価償却費６千４百万円、売上債権の減少２億８千８百万円などによります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 

投資活動による資金は１千万円の支出（前年同期は１千３百万円の支出）となりました。その主

な支出要因は、有形固定資産の取得６百万円及び無形固定資産の取得５百万円などによります。 
 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 

財務活動による資金は４千９百万円の支出（前年同期は６千万円の支出）となりました。その主

な減少要因は、配当金の支払額３千３百万円などの支出によります。 
 

 

（３） 業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 
今後の国内経済は、金融緩和及び公共投資促進等の景気対策効果によって緩やかに回復していく

ものと予想されますが、消費税率引き上げの反動による影響懸念もあり、その先行きは不透明な状

況のなかで推移するものと思われます。 

また、臨床検査薬業界におきましても医療費抑制政策及び市場での価格競争等から、厳しい状況

は継続するものと予想されます。 

第３四半期以降につきましては、平成 26年５月９日付「平成 26 年３月期決算短信〔日本基準〕（非

連結）」でお知らせしました通期業績の予想は、変更しておりません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
該当事項はありません。 
 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
該当事項はありません。 

    

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 



４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期会計期間 
(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,163,079 1,262,910 

受取手形及び売掛金 1,318,590 1,029,835 

商品及び製品 205,267 206,749 

仕掛品 41,614 92,900 

原材料及び貯蔵品 161,394 134,388 

その他 95,460 81,128 

貸倒引当金 △2,900 △2,900 

流動資産合計 2,982,507 2,805,013 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 750,566 728,979 

土地 1,851,453 1,851,453 

その他（純額） 148,440 192,388 

有形固定資産合計 2,750,460 2,772,820 

無形固定資産 47,436 38,823 

投資その他の資産 307,652 313,233 

固定資産合計 3,105,549 3,124,877 

資産合計 6,088,056 5,929,890 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,038,382 807,708 

短期借入金 960,000 960,000 

未払法人税等 73,254 58,741 

賞与引当金 100,538 119,000 

その他 350,956 324,968 

流動負債合計 2,523,132 2,270,419 

固定負債    

長期借入金 400,000 400,000 

その他 91,645 107,223 

固定負債合計 491,645 507,223 

負債合計 3,014,777 2,777,643 

純資産の部    

株主資本    

資本金 831,413 831,413 

資本剰余金 928,733 928,733 

利益剰余金 1,381,269 1,454,117 

自己株式 △90,510 △90,510 

株主資本合計 3,050,905 3,123,753 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 22,373 28,493 

評価・換算差額等合計 22,373 28,493 

純資産合計 3,073,279 3,152,247 

負債純資産合計 6,088,056 5,929,890 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 2,778,913 2,720,652 

売上原価 1,855,842 1,741,906 

売上総利益 923,071 978,746 

販売費及び一般管理費 783,954 805,243 

営業利益 139,116 173,503 

営業外収益    

受取利息及び配当金 3,621 3,944 

受取賃貸料 2,737 － 

為替差益 － 929 

その他 4,201 1,994 

営業外収益合計 10,560 6,868 

営業外費用    

支払利息 9,328 7,731 

手形売却損 534 461 

為替差損 1,843 － 

賃貸費用 17 8 

その他 1,735 1,542 

営業外費用合計 13,457 9,745 

経常利益 136,219 170,626 

特別損失    

固定資産除却損 135 7,111 

特別損失合計 135 7,111 

税引前四半期純利益 136,083 163,515 

法人税、住民税及び事業税 34,150 52,983 

法人税等調整額 12,900 4,300 

法人税等合計 47,050 57,283 

四半期純利益 89,033 106,231 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 136,083 163,515 

減価償却費 66,185 64,174 

売上債権の増減額（△は増加） 291,802 288,755 

たな卸資産の増減額（△は増加） 70,008 △48,508 

仕入債務の増減額（△は減少） △249,927 △230,673 

その他 △36,182 △5,448 

小計 277,969 231,813 

利息及び配当金の受取額 4,841 3,910 

利息の支払額 △9,863 △8,361 

法人税等の支払額 △76,853 △66,908 

営業活動によるキャッシュ・フロー 196,094 160,454 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △12,890 △6,356 

無形固定資産の取得による支出 － △5,163 

その他 △1,109 611 

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,999 △10,908 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入れによる収入 100,000 200,000 

長期借入金の返済による支出 △112,500 △200,000 

配当金の支払額 △33,508 △33,467 

その他 △14,232 △16,252 

財務活動によるキャッシュ・フロー △60,241 △49,720 

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 6 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 121,857 99,831 

現金及び現金同等物の期首残高 655,530 823,079 

現金及び現金同等物の四半期末残高 777,387 922,910 
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(4) 四半期財務諸表に関する注記事項 
 

（継続企業の前提に関する注記） 
  該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 
    該当事項はありません。 
 

（セグメント情報等） 
   当社は、臨床検査薬の製造及び販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略して

おります。 
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